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卜 事実関係
調査したと･ころ;ｿ 次゙め事実が齠めら･れますL

(J)………平 成327 年 ７ 月 βﾚ日･、

い

匸し たｊ

人 二(以 下
一｢
請 求 人｣ と か･ づI。): は ， 入 院 し て

.･●　●゚ . ｀　.|.,　l･　　II　I●I●･ ･●,･　　　　●　I ●.　・　　.･ ？･.ご･..●’,. ’-･.....I.･...I ’..I●I･.･’尸　　　 ‘..　 ’／...･.,. ，
院 が 画 ㎜ 喞 鞅 に 医 廝 保 護 入 院j と でし て 転 院

(ド ト 平 成22 年 タ ル ク 日 ふ 請 求 人( わ 毎 ㎜ は √ 仕 事 が な く 収 入 が 少 な い

∧･　－.゙ 一　………… …… ：' ．･,．'･･･． ： ．／　Ｉ．… … ……：'･　．･;べ, ･- ≒‘'･へ` ……　…… … ……… … … …卜'..･:･･) ご'▽ 上 に √ 請 求 人 が 入 院 し ン 入 院 費 用 が な い と と を 羞 由 に ，二……
処 分 庁 に 対 臨/ 世 帯

主 岌 び 請 永 人 の 生 活 保 護 申 齒 をj し だ 厂 …………j……… … …
…

… … … … …:　 卜 … ……

(3) … …平 成==23 年 こ7
并 ＼珍 日:､

ご
請 求 人 啅 、㎜ 病 院 を 退 院 し た ．　 …… …

…
……………

(4)∧ 平 成 廿 年 ７ 片13 入日j、 聊 求 人 販 万邦 分 庁 に 来 所 し'、･.･処 分 庁 職 員 及 び ㎜
●　　　　　II　　　　　　　I　・　　　　　　　　　　､………齟 渝 福 祉 セ ン タ ÷ ㎜･) 痔 神 担 当 職 員 め 面 琲 を 受 け た ．.

… …
……

こ

(5): 平 成 匐. 年 ７ 月14 日/√ 処 分 庁 職 員 は ぐ 請 求 人 宅 に 訪 問 し √ 世 帯 主 及 び 請

卜 求 人 に 対 し 、 保 護 申 請 に 係 る 調 査 を 行 っ た ． な お 、 そ の 際 、亅 青求 人 か ら 平 成

22 年 ７ 月 亅31 日 付 け で 、‥① 自 ら の 疾 患 の 治 療 に 励 み √､主 治 医 並 び に 福 祉 事 務

ﾚ所 の 指 導 指 示 に 従 う こ と､ ② 生 活 再 建 に あ た=う て の 注 意 や 改 善 指 導 を 福 祉 事

務 所 か ら 受 け た 際 に 懦 ＼こ れ に 従 う･こ とｰ、二③ 主 治 医 の 判 断 に よ り丁 就 労 が 可

能 と 認 め ら れ る 時 に は 、求 職 活 動 に 勤 し む こ と 、④ 身 体 や 生 活 上 の 環 境 に 何

ら か の 変 化 が 生 じ た 場 合 に は ．都 度 、福 祉 事 務 所 に 報 告 す る こ と に 留 意 し つ
､　　　　　　　　　　　　　・　　　・　　

●●　　　　　　'Ir　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a　　■つ 、早 期 に 生 活 を 再 建 で き る よ う 努 力 す る 旨 を 記 載 し た 自 立 計 画 書 を 提 出 し

‥‥‥ ‥　　　 、　　　　 △　 十　　1'　 ∴　　　　 ＼　　　　 ・　　 卜　　　　　 ∇
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(6) 平 成22 年 ８ 月 ３ 日 、 処 分 庁 は 。 ヶ ヽ=一一ｽ 診 断 会 議 を 開 催 万し 、'平 成22 年 ８
｜　　　　　　　　　　¶　　　　　　　　　　　　　　　　 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
月 ５ 日､付 け で 、 請 求 人 世 帯 の 保 護 申 請 を 却 下 す る こ と を 決 定 し た 。

(7) 平 成22 年 ８ 月 ５ 日 、 処 分 庁 は 、亅 青求 人 に 対 し 、 保 護 申 請 却 下 通 知 書 を 手

交 し た 。　　　　　　　　　　　 ダ　　　　　 ＼　　　　　 コ ・　　　　　 ／　　　　　　 。･

２　 請 求 人 の 主 張　　　　　 ≒　　　　　　 十　 十　　　　　　　　　　　 ｊ
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■　　　　■　　■

』 青求 人 は 、濕 下 の 大 要 の と お り 主 張 し レ 保 護 申 請 却 下 決 定 処 分 （以 下 「本

∧件 処 分 」 と い う ．） め 取 消 し を 求 め て い ま す ．＼　　　　 ‥
‥　

‥ ｀　　　 づ

ﾌ（1 匚 自 分 の 就 労 能 力 は 、 合 理 的 に み て 、 な い か 、 お お よ そ 低 い と 考 え ら れ る
■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　 Ｉ　　　Ｉ　　　　°

た め ．●．　．･･・　　　　　 ．・ ．．．･．　　　　　　　　　　　　　　　･ ．　　　 ．‘

（２匚 服 薬 指 導 や 財 産 管 理 、 母 親 の 監 護 援 助 に つ い で の 指 導 等 に は 従 っ て お り 、

今 後 と も 福 祉 事 務 所 の 指 導. 二指 示 に は 服 す る 意 志 が あ る た め ．　 ∧　　　 フ

（3 匚 処 分 庁 の 弁 明 に 対 し で は 、 す ぺ て に お い で 争 う ． ま た 事 実 を 曲 解 し て い

∧ る √ ま た は 事 実 と 全 ぐ 異 な る 部 分 が 多 でく 、 福 祉 事 務 所 髓 の 主 張 の 根 拠 を 示

さ れ た い ．＞ １　　 コ　 ‥‥　
‥　　 ‥‥、　．． ． ∧ ‘　 二 ＼　　 ＼　　　　 卜

３　 処 分 庁 の 主 張 ∧　　　･ ．
．・･ ．　　　　　　　　　　　　　･･

．．　　　　
．．・

イ　 処 分 庁 は､ 、 以 下 の 大 要 の と お. り 主 張 し 、 棄 却 の 裁 決 を 求 め て い ま すi　
ヽ

’ △　’　. ご　、. －　　●　･、　　　 ’●　　　　　　　　　　　　　　　　　k 、　　　　I 厂　　　 ●． 犬
＼（1 ） 請 求 人 は √ 自 一己 の 就 労 能 力 が 低 い と 主 張 す る が 、 平 成22 一

年 ７ 月13 日 に
ａ　　　　　　 ¶　　　・　　　　 ■　　　¶　　　　　　　　 ｉ　

．　 ・ ’　　　　　　 ●　　　･ ． ．　　　 ●　　　　Ｉ●
＼ 行 う な ㎜ 健 康 福 祉 セ 冫 夕 ÷ ㎜ の ・ 担 当 職 員 と の 面 接 の 紿 果 は レ

Ｉ　　　・　　　･ｌ　 ．●　　　 ．　　･-　　　　　　　　 ’ ｀　●　ｉ　・　　　　　ＩＩ．･　　　■　．･　　ｌ　　　　　　　　　　　 ａ
二

Ｗ 袂 態 は 落 ち 着 い て お り 判 断 靤 力 は あ る た めj 、
投 滬 治 療 で 治 療 可 能 で あ る

≒　 と 判 定 さ れ て い る ． ．　　　　　　　　･
．･ ．･･　 ．･

．　　　 ．
．・ ノ　　 づ　　 （

し（2 ）二 ま 糺 平 成22 ㈲ 吟1 5 冊 に 入 院 し
、し 同 年 向 胃12 岫 に 姚 院 し た ・ 病 院

…　
……主 治 医 か ら も 、投 薬 と 通 院 治 療 で 社 会 生 活 が 可 能 で あ る た め 入 院 の 必 要 は 無

い と 判 断 を 得 て い る ． 更 に 、 処 分 庁 職 員 と の 面 接 時 に お い 七 、亅 青 求 人 か ら √

卜 自 分 は 入 院 中 も 病 気 で は な く 、 病 気 の ふ り を し て い た 等 の 発 言 も あ り
、 決 定

に 至 る ま で の 多 く の や り 取 り の 中 で4 請 求 人 は √ 服 薬 さ え し っ か り と 行 っ て

＼ い れ ば 充 分 に 就 労 可 能 な 状 態 で あ る と 判 断 し た ．　　　　　　　.･

（3 ） 請 求 人 は
、 雇 用 保 険 の 受 給 資 格 が あ っ た が 、 初 回 の 認 定 日 に ハ ロ ー ワ ニ

ノ ク に 行 か ず
、 雇 用 保 険 を 受 給 す る こ と が で き な か う た た め 、 自 分 が 自 由 に 使

十 え る 金 に 困 り 、す ぐ に 受 給 で き る 懼 用 保 険 の 傷 病 手 当 を 受 給 し 現 金 を 手 に す

る こ と を 目 的 に
、 「 他 県 の 病 院 に 掛 か ら せ ろ 」 な ど の 発 言 を 繰 り 返 し 、 福 祉

■　　Ｉ　　　　　　 ．　　　　　　　　　　　　 ●　　　　　 、　　　　　　　　　　　　　 ・
事 務 所 が 予 定 し た 初 診 予 約 白 以 前 の ㎜

へ の 受 診 を 強 要 し
、窓 口 七 騒 ぐ な

ど の 行 動 を 繰 り 返 し た ． ま た 、 請 求 人 は 、 審 査 期 間 中 に 傷 病 手 当 金 －

円 を 収 入 し た が
、収 入 の う ち 四 万円 め み 世 帯 主 に 生 活 費 と し て 提 供 し た だ

け で 、 他 は 全 て 自 分 の 遊 興 娯 楽 費 や 飲 食 費 等 に 充 て 、 世 帯 と し て 自 立 す る 意

思 が 全 く 見 ら れ な か っ た ． コ　　　　　　 ト　　　　　　　 ．一　　　 上

／　　 卜 ‘　　　　　 づ　 ２　　　　　 ＼　　　 二　　･ 、
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（4） ま た √ 請 求 人 は い 福 祉 事 務 所 と し て 、 審 査 期 間 中 は・･ 服 萃 の み で 日 常

生 活 が 甚 れ る 状 態 ７ あ る と 判 断 マ き 左 だ め 、今 後 ・ 通 眺 に 関 し て は 幽 病 院
●　．　　　　　　　 ・　　－　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　・　・

の紹介状ぷもとに迫隣め● φ1院への通眺を計画していたものであるが､福
・　　　　．●　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　　ｉ祉 事 務 所 の 指 示 に は 従 わ ず､ 緊 急 性 の な い 症 状 で 救 急 車 を 深 夜 構 わ ず 睥 ぶ な

ど の 行 動 を と っ た り 、:生 活 保 護 の 申 請 を し て い る こ と を 理 由 に 、､自 分 の 判 断

㎜　　　　　 ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　
．　　　　　　　　　　　　 Ｉ　　　　　　　　　　　　 曙で 同

＝一 の
症 状( －) を 瑪 由 と し て 複 数 の 医 療 機 関 を 自 己 負 担 金 無 し で は し

ご 受 診 す る な
卜
ど √ 自 分 勝 手 な 行 動 を 続 け た ．　　　

‥ ‥
‥　 ‥

上
当 福 祉 事 務 所 で は 、 必 要 の な い 病 院 を 受 診 す る こ と や 、 請 求 人 の 主 張 ど

． お り 多 数 の 医 療 機 関 を 生 活 保 護 決 定 前 に 勝 手 に 受 診 を す る こ と は 禁 止 し て

△ い る が √ 請 求 人 は 、ﾐそ の 指 示 に も 従 わ な い で( 警 察 署 や 病 院 の 窓 卩 等 で 暴 言

や 強 要 を 行 な う 七 お り 、こj) 請 求 人 め 行 動 は 、i㎜ か. ら 来 る も の で ぱ な く 、

二
知 識 が 働 き 自 分 が 優 位 に 運 ぶ た め の 行 動 で あ る と 考 え 粂 ．　　 二　･ ブ

■　　　　 Ｉ　　 ●　　●　　　　　　 ●　　　　　　　　 ● ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
．

(５)
．
更 に 、 不 服 の 理 由 ど な 亡) て い る 指 導 指 示 に 閑 し て は･ 投 薬 治 療 に 関 しTC'

二 の 指 導 は 行 な っ て い る が4 そ め 他 の 指 導 に う い て は 事 実 無 根 で あ り 、 今 後 の 宍

●　　　　　　　　　　 ●　¶　　　 ｀　　　　　　　　　　　　　 ●　　 ．．　　　．　　　　　　　　 ．
･ ●　　　　　　　　　　　　･ Ｉ　　　　　　　　　　　　　 ●　　　 ■　　 ．　　　　　　　Ｉ　■

｀ 拑 導 指 糸 に つ い て 服 す る と 書 か れ て い る か 、 到 底 、 今
後 の 指 導 に は 従 う こ と

尚 は で き な い と 判 断 で き る ．　 ノ　　　　　　　　 一 ‥ ‥ ‥1　　 十　　 犬

Ｉ　●　　　　　　 、　　■　 ． ．　　　　　 ．　　　　　　　　　　　　 ■　　　　　 ・　　　 ●　　　｜　ｊ■　　㎜　　　●　　　、¶　　　　　　　　 ．　　 ●●　　　　　　 、　　　　　　　 ・　 ●　　　　　　　　　　　　 Ｉ ●　　　■　　、
(６)

＼ 請 求 人 が 主 張 す る 不 服 の 理 由 と は 異 な り 、 脾 求 人 は 自. 身 沈) 権 利 右 主 張 す

Ｉ　ｒ　・　　 ．　　Ｉ･　・　　　・　　　　　　　 ・　　．･　■　 ●　　･ ／　 ‘ ●　Ｉ　　 ． ． ｊ ●．　　　　　　 ．
‘る ば か り で √ ぽ と. ん ど の 声 導 事 項 をj 守 ら ず 、 ま た レ

卆 の､ 生 稗 保 護 の‘申 請 を 郷

卜 め 覩 こ と は 、 申 請 さ え す れ ば 、 自 分 の 判 断 で 多 数 の 医 療 機 関 を 受 診 す る こ と １

・ を 認 必 る ご と. に な ら て し ま う た め 、
今 後 め 生 活 保 護 の 適 正 か 執 行 に 大 き く 影

響 す る も の で あ る と 考 え る ．　　 卜　 … …　 へ　　　　
っ　 ‥ ‥ ‥ ‥‥‥ ‥　　 ‥

●　　　　
．･ ･ Ｉ　　　　 Ｉ●　　　● ●　　　　　．匪　 現 在 √ 請 求 人 馬 本 件 処 分 を 告 知 し たEI の う ち に ㎜ で 救 騅 車 を 自

卜 ら 呼 び､･ ㎜ 病 院 に 入 眸･ し 七 い､ る; 就 労 可 能 で 弗 る 睹 求 人 が 、..長 期 入

院 す れ ば 入 院 費 は 払 え な い 状 況 で あ る た めﾐ 世 帯 主 が 保 護 申 請 を し た 時 齔 で/

I　　■　　　　　 丶　　　　　　　　　
－　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　 ■

＼ は ご 当 福 祉 事 務 所 と し て は 、
請 求 人 の 入 院 生 活 が 続 く 限 り 二は

、 要 保 護 状 態 々 ・
■　　　　　　　　　　　　 ■　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　 ●　・　　　　 、

＼ あ ざ と 舸 断 す 名 予 走 で あ っ た ．
‥ ‥　 ‥

‥
‥　 ‥‥　　 ‥

‥y
‥ ‥

‥　
‥‥j

二

(8) に 関 す る' も めj は 、 判 断 が 困 難 で あ り 、 特 に 就 労 の 可 否 を 判 定 す る

▽ に は 多 数 の 関 連 す る 事 務 所 の 意 見 を 参 考 に し な い と 判 定 し に く い と 考 え 、そ

卜の た め 、多 く の 関 連 機 関 の 意 見 を 集 約 し た 結 果 を も っ て 当 事 務 所 が 判 断 し だ

フ 結 果 に 対 す る こ の 不 服 申 立 て はi 請 求 人 の 主 張 す る 事 実 と は 相 違 し て い る 者

偲 わ れ る ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 犬

４ 判･ 断 ｌ　　　　　 ∇　　　　　　　 犬　　 ∧

(1) 生 活 保 護 法( 昭 和.25 年 法 律 第144 号) 第 ４条 第 １ 項 は 、『保 護 は 、 生 活

ｌ　　　　　　　　　
、　　　　　　』　　　　　　　　　・

に 困 窮 す る 者 か､､ そ の 利 用 し 得 る 資 産 、 能 力 そ の 他 あ ら ゆ る も の を 、 そ の

二 最 低 限 度 の 生 活 の 維 持 の た め に 活 用 す る こ と を 要 件 と し て 行 わ れ る｣' と 規

二 定 し て お り 、 ま た､ ＼｢生 活 保 準 法 に よ る 保 護 の 実 施 要 領 に つ い て｣ 卜[昭 和36

年 ４ 月].= 日=厚 生 省 発 社 第123 号 厚 生 事 務 次 官 通 知)/ 第 ４ で は｢ 要 保 護 者 に

●　　　　　　　　　　
・　●　　　　　　　・　　Ｉ　　　Ｉ　　　　　　　　　●

ノ　　　　　　　　　　　 イ　　3 ダ　　 ．ト　　　　　　　 ユ　　　　　　　 ニ ・

………__ ＿ 一 一|



⊃

○

稼 働 能 力 が あ る 場 合 に は √ そ の 稼 働 能 力 を 最 低 限 度 の 生 活 の 維 持 の た め に

活 用 さ せ る こ と 」･ と さ れ て い ま す ．　　 △　　　　　　 二

ま た 、 稼 働 能 力 が あ る か 否 か の 評 価 に つ い て は 、 「 生 活 保 護 法 に よ る 保 護

の 実 施 要 領 に つ い て 」 （ 昭 和38 年 ４ 月 １ 日卜 社 発 第246 号 厚 生 省 社 会 局 長

通 知 、 以 下 「 局 長 通 知 」 と い う ．） 第 ４ の ２ に お い て 、 「 稼 働 能 力 が あ る か

否 が の 評 価 に つ い て は 、 年 齢 や 医 学 的 な 面 か ら の 評 価 だ け で は な く 、
し
そ の

者 の 有 し て い る 資 格 、 生 活 歴 ．’職 歴 等 を 把 握 ・ 分 析 し レ そ れ ら を 客 観 的 か

¶ 』 ．　　　　　 ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　 －　・　　　　　　　　 Ｉ　　　　　　　　　　　 ・
／つ 総 合 的 に 勘 案 し て 行 う こ と 」 と さ れ て お り 、ﾉ さ ら に √ 局 長 通 知 第11 の ４

の （1 ）に お い て 、F 保 護 φ 要 否 又 は 程 度 の 決 定 に 当 た っ て 稼 働 能 力 の 有 無 に

つ き 疑 い が あ る と き ｆ は ． 「 要 保 護 者 の 健 康 状 態 等 を 確 認 す る た め 検 診 を 受

け る べ き 旨 を 命 ず る こ と 」 と き れ て い ま す ．=　　　　　 二　　 ‥ ‥‥‥　
‥
‥

（2 ） 上 記 を 踏 ま え 本 件 処 分 に つ い て 検 証 す る と 、 処 分 庁 は 、ノ「 主 の 長 男 は 就 労

一 可 能 で あ る 匸と 主 治 医 及 び 福 祉 事 務 所 が 判 断 し` た こ と 丁 を 本 件 処 分 の 理 由 と

卜 し て い ま す が 、 請 求 人 は 、 事 実 関 係 の （1 ）及 び （2 ）の と お り ぐ 生 活 保 護 の 申

請 を し た 平 成22 年 ７ 月 ７ 日 時 皿 病 院 に 医 療 保 護 入 院 を し て お り/ √ 向 年 同

●　　｜　　　.･　　　　　 ■　　　・　　　　■　　　　 －　　　　　　　　　　　i･　　II ’ ・　｀
月12 日 に 同 病 院 を 退 院 す る ま で の 間 は 、= 請 求 人 が 稼 働 能 力 を 活 用 す る こ と

ｌ　・　　　 ● ■　　・　　　 ¶　、　　　　■　　　　 ■
ｊは 不 可 能 で あ っ た も の と 認 め.･ら れ ま す ．フ　　　 … …………▽

………　
＝　 イ

（3 ） ま た 、･ 処 分 庁 は 、＼㎜ 病 院 の 主 治 医 か ら 、＼請 求 人 が 当 艤 病 院 を 退 院 す る

」 こ 際 し て 、 入 院 の 必 要 性 が な い 旨 の 意 見 膏 得 て い る も の の 、j 当 該 請 求 人 の
ー　　・　　　　　 ‘ ”　　 ．φ　　． ■　　　　　･．　　　　 ・　　　　 丶　　　　　　 ゜　 ・

稼 働 能 力 の 有 無 眦 つ い て √ 当 該 主 治 医 か ら 、 医 学 的 な 見 地 に 基 づ く 意 見 を

、
得 て い る‘ こ と を 確 認 で き る 証 拠 はT あ り ま せ ん ．　　　　　　　　　 ノ　 ニ

… …､処 分 庁 は ご 請 求 人 の 言 動 等 か ら 当･ 該 請 求 人 に 稼 働 能 力 が あ る も の と 判 断
■　　　 ■　　　　　　 ●　．　　　　゛･ １　 ．　　　 ’・ Ｉ　．

じ て い る と 認 め ら れ ま す が 卜 本 件 に つ い で は 、 医 師 に よ る 医 学 的 な 評 価 を

得 ず に 、 そ の 稼 動 能 力 を 判 断 す る ご と は 適 切 と は 認 め ら れ ま せ ん ．

≒　 し た が っ て 、 退 院 後 の 請 求 人 に 稼 働 能 力 が あ 右 と 断 定 す る こ と は 困 難 で

■㎜　　　　　　　　　　　　　　 ■　●　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　 ●●　　　　　　･･ .`　　　I･　･
卜 す ．　　　　 ．　． ．･ ．． ．　　･ ．･･　　　　　

・
・　　　　　　･ ．･･．･．･｀　 ∧

（４） 以 上 か ら 、I 請 求 人 の 入 院 期 間 中 は も と よ り 、 退 院 後 に お い て も 、＼当 該 請
㎜　　　　　　　･･　 ● ．　　　　　　　　　　　 ●　　　　　　　　　 ・　　　　　 、

ｊ求 人 に 稼 働 能 力 が あ っ た と 判 断 す る ご と は 困 難 で す の で 、. 処 分 庁 が √ 請 求

厂大 に 稼 働 能 力 が あ る こ と を 理 由 に 本 件 処 分 を 行 っ たT こ と は 、 不 当 な 処 分 と

し て 取 消 し を 免 れ な い も の と 判 断 し 、 本 件 処 分 の 取 消 し を 求 め る 請 求 人 の

：　 請 求 は √ 理 由 が あ る の で 主 文 の と お り 裁 決 し ま す ．　　　 卜　 ヶ　
づ　 ■--

コ平成22 年９月21 日

審査庁　静岡県知事　川勝　平

４
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Ｊ

十　 …… …　　　　　 教　　　 示　　 ／　　　　　　　 ‥

ご （ﾌ:?裁 決 に 不 服 が あ る と き 広 之 の 裁 決 が あ っ た こ と を 知 ヽ? た 日 の 翌 日 か ら

起 算 し て30 日 以 内 に 、厚 生 労 働 大 臣 に 対 し 再 審 査 請 求 を す る こ と が で き ま す （な

お 、 裁 決 が あ っ た こ と を 知 っ た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て30 日 以 内 で､ あ つ て も 二 裁

ｉ ¶　．　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　 Ｉ　　　 －　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ　．決 が あ っ た 日 の 翌 日: か ら 起 算 し て １ 年 を 経 過 す る と 再 審 査 請 求 を す る こ と が で

｀ き な く な り ま す ．く）．ダ ＼　　　　　　　　 ‥‥‥
‥ ‥ ‥　 ‥

‥
‥ ‥

、 ＼
¶　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　･･I ●　　　　　　　　　　　　　　 ・

レ　 ま た 、: こj の 裁 決 七 つ い て は √ こ の 裁 決 が あ っ た こ と を 知 っ たEI の 翌 日j か ら 起

算 し て ６ か 月 以 内 に 、
．
ご め 裁 決 の 前 提 と な る 決 定 を し た 市 を 被 告 と し て （ 訴 訟

､
梵 お い て 市 を 代 表 す る も の は 市 長 と な り ま す ．） 決 定 の 取 消 し の 訴 え を 、y.あ る い

壮 県 を 被 告 こと し て （ 訴 訟 に お い て 県 を 代 表 す る も の は 知 事 と な り ま す ．） こ の 裁
’　　 ．　　 －　　Ｉｌｉ　・ ■　・　　　　　　　　　　　　　　 ●　　・　　　　　 ■　．●　　　　　 ●　　Ｉ　　　 Ｉ

決 め 取 消 し の 訴 え を 提 起 す る こ と が で き ま す （な お 、 裁 決 が あ っ. た こ と を 知 っ た

㎜　　　
㎜■　■　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ　・　　　　　　 Ｉ　

●　　●　
．･　　　　　　 ・　．　　 、

ｌ
．　　Ｉ=日 の ’翌 日 か ら 起 算 し で6j か 月 以 内 で あ っ て も 、 裁 決 が あ っ た 日 め 翌 日 か ら 起 算

I　　　
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ¶　　　　　　　　　　　　　　　　　､ ㎜

し て Ｌ 年 を 経 過 す る と 決 定 及 び 裁 決 の 取 消 し の 訴 え を 提 起 す る こ と が で き な くy

な り ま す ． ）．、 ″犬　　 … … … …… ・　 ．･･．･．･．
．　　　･･

．･ ．
・　　　　･････

．　　
．・　 ．・

５


